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1　事業の概要

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

3

4

27件

1,188件

13件

896件

ながの創業サポートオフィスで
相談した者の創業件数

中小企業融資制度
「創業支援資金」利用件数

25件

1,000件

25件

920件

職員数

（人）

創業・起業支援強化事業

信州アントレプレナー育成事
業

スタートアップ支援モデル事業

事業番号 07 04 02 事業改善シート （29年度実施事業分） □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

service@pref.nagano.lg.jp

しあわせ信州創造プラン（総合５か年計画）

プロジェクト

事　業　名 創業・起業支援事業費
部局 産業労働部 課・室 創業・サービス産業振興室

実施期間 H27 E-mail

現状
(予算編成時)

直近の2015年度版雇用保険事業年報によると県内の開業率（3.97％）は、過去最高となったものの全国
47都道府県中39位に位置し、平均以下に低迷している。

29年度決算額 10,046 千円

職員数 1.20 人

施策の
総合的展開

1-1 信州をけん引するものづくり産業の振興　 5 創業支援・経営体質の強化

1-5 地域の暮らしを支える産業の振興　３創業支援・経営体質の強化

目指す姿

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 27年度 28年度 29年度 30年度 指標及びその達成状況

予
算
額 達成

合計（A) 18,937 8,225 10,239 13,074

補正予算
①

Aの
財源

　一般財源 11,637

当初予算 11,637 8,225 10,239 13,074

前年度繰越 7,300
No

29年度

達成状況成果目標値
28年度末成果指標 27年度末

8,225 10,239 7,074

　国庫支出金

達成
　県　債

②

　その他 7,300 0 0 6,000

 決　　算　　額（B） 16,398 5,428 10,046

 概算人件費 （Ｃ） 828 791 9,722 12,153

概　算
人　件

費

 職員数（人） 0.10 0.10 1.20 1.50

225 36 8,007

成果指標
設定理由

①相談窓口の「ながの創業サポートオフィス」を通じた創業者数を成果指標に据え、本年度の見込み件数を目標とした。
②相談窓口を使わずに創業した件数を把握するため、県信用保証協会の融資利用件数を設定し、本年度の見込み件数を目標とした。

（当初）

29年度 30年度
No

プロジェクト

No

0.50

細事業名

信州創業応援プラットフォーム
創出事業

目標に対する

成果の状況

創業者向けのセミナーやイベント開催によって県民の創業意欲が向上し、創業を志す者が増加している。
それに伴い相談窓口「ながの創業サポートオフィス」の相談件数も伸び、創業・ベンチャー推進員のアドバイスを受けた相談者の創業件数も
増加し、目標を達成した。

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

サポートオフィスの相談件数や資金のあっせん件数、保証件数など
は増加傾向にあるが、高い付加価値の創出につながるイノベーティ
ブな創業・起業は依然として増えていない。

10,239 10,046 13,074合計 1.20

5,067

0

-

0.50

0.20

0.00

（決算） （当初）

 概算事業費（B（A）+C） 17,226 6,219 19,768 25,227

29年度　実施内容（実績）

・プラットフォーム会議を地域ごとに開催し、イノベーティブな起業・創業
を促進する環境整備について検討
・有望な起業家に対して、事業化に必要な資金の調達支援やニーズや
成長に合わせた伴走支援を試行実施

県内の創業者、金融機関、企業、大学等関係機関によるプラットフォームを設立し、関係機関の相互の連携を強化する。
創業を生みだすための斬新な事業及び県外起業家の誘致等先進的な事業を推進し、若者や女性の創業等を促進する。
将来の創業者の増加につなげるため、県内の小中高生の創業への関心を高め、将来のキャリア選択の幅を広げる。

（主な実施内容：創業支援機関のプラットフォーム構築のほか、民間委託による創業イベント開催及び起業家教育の実施等）

0 0

1,300 1,300 0

8,714 8,710

全体会及び分科会を計７回開催し、情報の一元化、全県的な創業
支援策等について意見交換等を行うとともに、イノベーションハブ
（仮称）構築に向けて機能や運営体制等について検討した。

県内経済を担う次世代産業を創出するため、創業者向けのセミ
ナー等の開催やモデル事業を実施した。

県内の高校生の創業への関心を高めるため、モデル校として小諸
商業高校及び南安曇農業高校で創業体験プログラムを実施した。

1/2

mailto:service@pref.nagano.lg.jp


2/2

事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表

07 04 02

27年度 28年度

信州創業応援プラットフォーム創
出事業

全体会議及び分科会開催費
直
接

創業関係機関による産官学金のプラットフォームを構
築し、情報交換会の開催などを通して一体的な創業支
援施策を展開する。

全体会及び分科会を計７回開催し、情報の一元化、全
県的な創業支援策等について意見交換等を行うととも
に、イノベーションハブ（仮称）構築に向けて機能や
運営体制等について検討した。

計画通り
○

- - 564 225 36
1-1,5
1-5,3

創業・起業支援強化事業 創業・起業支援強化事業委託費
委
託

県内経済を担う次世代産業を創出するため、創業者向
けのセミナー等の開催やモデル事業を実施。

県内経済を担う次世代産業を創出するため、創業者向
けのセミナー等の開催やモデル事業を実施した。
委託先：株式会社角川アスキー総合研究所

計画通り
○

11,637 6,925 11,831 8,714 8,710
1-1,5
1-5,3

070306

信州アントレプレナー育成事業 創業体験プログラム委託費
委
託

県内の小中高生の創業への関心を高めるため、モデル
校で創業体験プログラムを実施する。

県内の高校生の創業への関心を高めるため、モデル校
として小諸商業高校及び南安曇農業高校の２校で創業
体験プログラムを実施した。
委託先：株式会社角川アスキー総合研究所

計画通り
○

0 1,300 2,500 1,300 1,300
1-1,5
1-5,3

070306

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

11,637 8,225 14,895 10,239 0 10,046 0合　　　　計
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3

施策の
総合的
展開

予算
(千円)

実施
年度

主な点検
区分結果

1

総合5か年計画 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 県民協働事業改善
備　考
(H28事業
番号)当初

(千円)
当初
(千円)

要求
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

番　号

創業・サービス産業振興室
□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

細事業
No

細事業名 項目

実
施
方
法

29年度　実施内容（予定） 29年度　実施内容（実績）
29年度
実施
状況

29年度

事業番号
事　業　名 創業・起業支援事業費 部局 産業労働部 課・室


